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査を行う。文部科学省が 2015 年 3 月に公表した学校教員統計調査 3）
















































 第 2 章は「教師のパフォーマンスの効果」とし，授業比較の実施や
授業の分析から「教師のパフォーマンス」の効果について述べる。  
 第 3 章は「教師のパフォーマンスの特性」とし，授業の調査や実施
内容，それぞれの実践の考察から「教師のパフォーマンス」の特性に
ついて述べる。  
 第 4 章は「教師のパフォーマンスの事例分析」とし，事例の分析記
述や考察，トランスクリプトの比較について述べる。  
 第 5 章は「自己省察に効果的な授業評価システムの開発」とし，シ
ステムの試行モデルや検証の視点と方法，検証の内容や考察について
述べる。  




























 1 点目は国内におけるパフォーマンスの研究， 2 点目は国外におけ
るノンバーバーバルの研究，3 点目は教師の発話の構造や特性の研究，














学・文化人類学・演劇学の 4 つの分野にわたるとしている 4 )。佐藤は，
パフォーマンスの例として人間の好意がどのように伝わるか，マレー
ビアンの好意の総計モデル「好意の総計＝言語（ 7%）＋声などの周辺
























特徴，（ 3）接触行動，（ 4）準言語（声の質と音声化），（ 5）近接学，（ 6）






えられる」 9 )と分析し，言葉以外の数多くの方法が対人 コミュニケー
ション用の信号として使われていることを示した。  
 マジョリー・Ｆ・ヴァーガスは，人間のあらゆるコミュニケーショ





性別，年齢，体格，皮膚の色など） THE HUMAN BODY,  those  
genet i ca l ly  re lated  phys i ca l  charac ter i s t i c s  o f  the  sender  or  
rece iver  that  g ive  a  message ,  such  as  sex ,  age ,  phys ique ,  or  
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sk in  co lor  
（ 2）動作（人体の姿勢や動きで表現されるもの）KINESICS,  the  
language  o f  body  pos i t i on  and  movement  
（ 3）目（「視線交差（アイ・コンタクト）」）と目つき）THE EYE,  
the i r  contac t  and  use  
（ 4）周辺言語（話しことばに付随する音声上の性状と特徴）
PARALANGUAGE,  those  vo i ce  qual i t i es  and  charac ter is t i c s  
that  accompany spoken  words  
（ 5）沈黙 SILENCE 
（ 6）身体接触（相手の身体に接触すること，またはその代替行
為による表現） TACESICS AND STROKING,  the  language  o f  
t ouch  and  i t s  subst i tutes  
（ 7）対人的空間（コミュニケーションのために人間が利用する
空間） PROXEMICS,  the  way  that  humans  use  space  to  
communicate  
（ 8）時間（文化形態と生理学の 2 つの次元での時間）
CHRONEMICS,  t ime  in  both  i t s  cu l tura l  and  phys io log i ca l  
d imens ions  














 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と し て の 教 師 の 発 話 を 研 究 し た も の と し て は
山下政俊の研究がある 1 1 )。山下は「授業の中で教師が子どもに働きか
ける言葉」を「教育言語」と呼び，それを機能と役割から「第 1 教育






























は， G.  ジェファソン（ Gai l  Je f f erson）によって，おもにヨーロッパ
語の会話分析のために開発された転写のためのシステムを，日本語の




表し発話や行為の記述と併記した「トランスクリプト」（図 2） 1 4 )を使
う。  
 









































図 2．トランスクリプトの例 1 5）  
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成 25 年度，学校調査，教員個人調査，小学校より抜粋したもの。
2015 年 3 月 27 日公表。  
4）佐藤綾子『教師のパフォーマンス学入門』金子書房 , 1996 年 , p .2 .  
5）同 p .19 .   
6）同 p .46 .  
7）上條晴夫，前掲 , p .4 .  
8）マーク・Ｌ・ナップ  牧野成一・牧野泰子共訳「人間関係におけ
る 非 言 語 情 報 伝 達 （ Nonverbal  communicat ion  in  human  
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interac t ion 1972）』東海大学出版会 , 1979 年 , p .25 .  
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Microcul tura l  analys i s  o f f ers  ob jec t ive  measures  o f  a t  l eas t  a  
por t ion  o f  the  remainder.」と記されている。  
  RAY L.  BIRD WHISTELL ,  K ines i cs  and  Context   Essays  on 
Body  Mot ion  Communicat ion ,  UNIVERSITY OF PENNSYLVANIA 
PRESS,  1970 年， pp .157 -158 .   
引 用 文 は ,MARJORIE FINK VARGAS,  Louder  Than Words  –AN 
INTRODUCTION TO NONVERBL COMMUNICATIO N ,   THE 
IOWA STATE UN IVERS ITY PRESS/  AMES， 1986 年， p .10 の「 In  
a  conversat ion  between two  peop le ,  on ly  35  percent  o f  the  s oc ia l  
message  i s  conveyed  by  the  words .  The  remaining  65  percent  i s  
communicated  nonverba l ly,  by  how they  speak ,  move ,  ges ture ,  
and  handle  spat ia l  re lat ionships .」の邦訳書からのもの。  
マジョリー・Ｆ・ヴァーガス  石丸正訳『非言語コミュニケーショ
ン (An Introduct ion  to  Nonverbal  Com municat ion  1987)』新潮社，
1987 年 , p .15 .  
10 )MARJORIE FINK VARGAS,  Louder  Than Words  –AN 
INTRODUCTION TO NONVERBL COMMUNICATIO N ,   THE 
IOWA STATE UNIVERS ITY PRESS/  AMES， 1986 年， p .10 .  
11）山下政俊『学びをひらく第 2 教育言語の力』明治図書， 2003，










第 33 号， 2012， p p .135 -147 .  
「図画工作科・美術科の授業における教師の発話に関する実践研究
（ 3）‐ 中学 校美 術 科の 授業 分析 と美 術教 師論 ‐」『美 術 教育 学』 ,
第 34 号， 2013， p p .107 -120 .  
「図画工作科・美術科の授業における教師の発話に関する実践研究
（ 4）‐深沢アート研究所『子ども造形教室』と図画工作科・美術
科の授業の比較から‐」『美術教育学』,第 35 号，2014，pp .165 -178 .  
13 )  西阪仰『相互行為分析という視点―文化と心の社会学的記述』金
子書房 , 1997 年 , pp .ⅶ -ⅸ .  
14）ここで利用する「トランスクリプト」は，本間美里「対話による
鑑賞授業における学習過程の触発性について」『美術教育学』第 35
号， 2014， pp .457 - 470 .の研究を参 考 に，発言の抑揚 な ど教師の様
相が視覚的に確認できるように修正を加えたもの。  














第 1 章  
 
 教師のパフォーマンスの定義  
 














ージを知るため 2014 年 4 月に，兵庫県の公立小学校に勤務する全科
担任 19 名と図画工作科の専科教員 20 名， 5 月に全科担任 21 名と専
科教員 5 名の計 65 名にアンケートを実施した。  
(1)  調査内容  
 対象：兵庫県 A 市の公立小学校に勤務する教員 65 名  








(2)  分析方法  
 それぞれの質問項目について自由記述による回答を，ソフトウェア
KHCo de 1）を用いて「計量テキスト分析 (テキストマイニング )」 2 )を行
い，自由記述を可視化する。そして，どのような傾向が見られるかを
原文と照合しながら確認する。  
(3) テキストマイニングによる分析  
 質問①のすべての回答を入力し，語句要素に分節して出現数が多か






行ったものを図 2 に示した。  
質問①で，「表情」・「話術」の語が出現する自由記述を以下に示す。 
「話術  会話力  顔の表情」  
「表情（やさしく，時にはオーバーに）話し方（抑揚のある話し方）。
授業のテンポ（リズムよく進める）」  










①  表情 
17 
 
②  話し方（言葉の使い方）  
③  話の内容  
④  板書の工夫（文字や絵）  
⑤  準備（提示物，見本，環境）  
 



















図 1．質問①の共起ネットワーク図  
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①  実演（材料，用具，技法）  













表 2．質問②において出現頻度が高かった語  
図 3．質問②の共起ネットワーク図  
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年 4 月に筆者の勤務校の 4・ 6 年生児童を対象に次のような調査を行
った。  
(1)  調査内容  
 対象：勤務校の児童（ 4・ 6 年生）  178 名  
 質問項目：  
どんな先生（図画工作を教えてくれる先生）が好きですか。  
 ①やさしい表情で話す  
 ②話し方がおもしろい  
 ③身ぶりや手ぶりを使う  
 ④よくほめる  
 ⑤説明が分かりやすい  
 ⑥話と話のつなぎ方がうまい  
 ⑦たとえかたがうまい   
 ⑧やり方をよく知っている  
 ⑨授業中に何度も声をかけてくれる  
 ⑩絵をかいたり，ものをつくったりするのがうまい  





 1．大変そう思う  
 2．そう思う  
 3．どちらともいえない  
 4．あまり思わない  









(3) 結果  
 まず項目の信頼性係数は，スピアマン－ブラウンの公式に当てはめ
クロンバックのα係数は全項目 (α =.87)となった。目安となる 0.80 以
上の値が得られているので回答への信頼性は高いと言える。図 6 に示
した集計結果からは，回答傾向が大きく３つに分かれた。「大変そう思


















ーマンスの要素として，次の 2 つを重視していることがわかった。  
①  教師自身が教材をよりよく理解し，製作のポイントをわかりやすく
説明できる。  
②  児童が必要だと感じるときに的確なアドバイスができる。  

















る教師のパフォーマンスの構成要素を，次の 8 項目に集約させた。  
 ①言葉の使い方（わざ言語などの特徴的な言い回しを含める）  
 ②周辺言語（声の大きさ，高低，話す速さなど，音声に関るものす
べて）  
 ③表情  
27 
 
 ④身振り  
 ⑤間（タイミング）  
 ⑥間（空間）  
 ⑦示範（技法・技術）  
 ⑧示範（材料・用具）  




次に， 8 項目を用いて実際の授業で検証を進める。  
 
 
                            










































( 1 )対象とした授業  
 【授業Ａ】  
 実施時期  2013 年 9 月  
 実施対象  兵庫県の公立 F 小学校 3 年  
29 
 
 【授業 B】  
 実施時期  2014 年 10 月  
 実施対象  兵庫県の公立 K 小学校 3 年  
 







流れは次のとおりである（表 1）。  
 
表 1．学習の流れ  
学習計画  主な学習目標  
① た ま ご を は り こ で




② た ま ご に 飾 り つ け
をする。  
（２ｈ）  
○ な か か ら 生 ま れ て く る も の を 想 像 し な が
ら，自分らしいアイデアでたまごに飾りつ
けができる。  
③ た ま ご の な か か ら















(3 )パフォーマンスの可視化  
 教師が行う教授行為を，図画工作科の授業で必要な教師のパフォー
マンス 8 項目で客観的な評価をするために評価シートを考案した。評





















































    図 2 . 授業 A における和紙の提示場面  
 




01 :45  
T 今日から卵の中からという学習をしていきます。つくるのは




C1 うわぁ : :↑  
C4 かば↑  
T これはかばさん ( )。先生が見本につくったやつです。なにかい
きものがでてきます。何が出てきたらいいかは，また考えて




C4 かみ。  










C2 無理や。  
T この紙を風船膨らませて，≪風船を見せながら（示範（材料・
用具））≫風船に貼った。風船の形，してるでしょ。  




T こんなペラペラのやつが，そう固くなる。  
C2 固くなる↓。  
T 紙を 3 回貼ります。 3 回貼るとこんなに固くかちこちになり
ます。ピンポン玉みたいに。（わざ言語）  
C5 ピンポン玉みたいに↓  
T 3 回貼るのがとても大変です。なかなか 3 回貼るのが大変で
すからそれをがんばってください。  




00 :45  
T 新しい勉強のタイトルみんなで確認します。いくよ。せいの
( . . .）。≪板書を指し示す (身振り )≫  
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C5 ふしぎなたまご。  
T ふしぎです。  
C2 ほんまや，なぞのたまご。  
T ふしぎです。じゃじゃーん。≪見本のたまごを持ち  上げな
がら (示範（技法・技術））（周辺言語）≫  
C4 うわあ，なぞのたまご。  
C3 開けてみて。  
( 00 :02 )    
C1 時計が生まれてんで。  
T ふしぎなたまごから何が生まれるかな↓ ( . . . )≪たまごを開き
ながら (示範（技法・技術））≫  
C1 ヨッシーやろ。  
C5 えー↑  
C5 うわ，でた（）  
T カバ，生まれました。≪なかのいきものを取りだす，取り出
した後大きなリアクション (示範（技法・技術）） (身振り )≫  








C3 なにそれ↓はりこ（）  
C4 新しい方法です。  
T そうです。小さな和紙を≪小さく切った和紙を見せながら (示






≫ (示範 (材料・用具 )）乾くとたまごになるという方法です。  
02 :15  
 





   図 3．授業 A のレーダーチャート  
 




図 4 . 授業 B のレーダーチャート  
 
( 2 )パフォーマンスの効果  
 技法の示し方や素材と出合わせる際，「教師のパフォーマンス」の違
















    図 5 .授業での活動の様子  
 




03 :10  
C3 かちこちのやつつくってんな。  
C2 どれ↓  
C1 わぁ，固い。  
( 00 :16 )  
C3 これさ，切っても大丈夫↓  
C2 風船抜いたら小さくなるで。  
C1 バレーボールができる。前乾いてなかったときはゴムのバレ
ーボールみたいやったけど。今は，カチカチ。  
T カチカチ↓  
C1 サッカーボールみたい。あー，プラスティック↑  




07 :42  
C5 めっちゃかたいで，これ。  
( 00 :22 )  
C3 とれない。  
( 00 :02 )  
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C1 気球や。 ( . . . )気球，気球。  
( 00： 02)  
C2 先生，見て。頭だけでっかいテルテル坊主やで。  
08 :16  
 
 




04 :20  
C2 これ，割れとるんじゃない↓  
( 00 :04 )  
C1 風船，かたまっとる。  










38 :14  
C4 かたい。  
C1 そうやろ。  
C3 かたすぎるやろ。  
( 00 :03 )  
C4 超かたい，ここほら↑  
C1 そうやろ。  
( 00 :02 )  
C1 風船，割れた。  
( 00 :11 )  
C1 堅っ。  






12 :05  
C1 風船，ない (… )  
( 00 :01 )  
C1  ふっ，風船あったはず。俺のやつ，入らへん。 hhh。風船あ
った，風船。 hhh。風船あったで。  
( 00 :01 )  
C2 むっちゃ，堅い。  
( 00 :01 )  
C3 風船。  
C4 風船，あった↓  
( 00 :04 )  
C1 風船がない。  
C5 風船あるやん。  
C1 あった。なんかレモンが萎んだみたい。  
12 :27  
 
 
                            
1）佐藤綾子『教師のためのパフォーマンス学入門』金子書房， 1996




















 第 1 節で教科間・教師間の比較分析の方法について述べる。そして ,
第 2 節においては実践 A について授業の概要を説明するとともに評価
の結果を発話記録や評価シート，レーダーチャートを用いて確認する。
第 3 節では実践 B について前節と同じように評価の結果を確認する。




１．調査について   















２．実践 A について  
 同じ教師が行った 2 つの教科の授業について「導入」「展開」「まと
め」に分けて記録し，比較分析を進める。  
 
( 1 )対象とした実践  
【実践 A】  
実施期日  平成 27 年 5 月 28 日  
実施対象  F 小学校 2 年  
 







( 3 )評価の結果  
 評価に用いた発話記録でカウントしたものが表 1 である。その後に
作成された図画工作科と国語科の評価シートは表 2 に示した。また，




表 1．発話記録でのカウント（実践 A）  
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図 1．実践 A における例示の提示場面  
 







図 3．実践 A（展開）のレーダーチャート  
 







３．実践 B について  
 
( 1 )  対象とした実践  
【実践 B】  
実施期日  平成 27 年 6 月 26 日  
実施対象  F 小学校 1 年  
 







( 3 )評価の結果  
 評価に用いた発話記録でカウントしたものが表 3 である。その後に
作成された図画工作科と国語科の評価シートは表 4 に示した。また，




表 3．発話記録でのカウント（実践 B）  
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図 5．実践 B（導入）のレーダーチャート  
 
 








図 7．実践 B（まとめ）のレーダーチャート  
 
４．実践 A・ B の考察  
 まず，実践 A で示された「教師のパフォーマンス」を ｢導入 ｣｢展開 ｣
｢まとめ ｣場面で比較すると，①言葉の使い方，②周辺言語，③表情，















 実践 B では，A と同様に導入場面で，①言葉の使い方，②周辺言語，
③表情，④身振り，⑦示範 (技法・技術 )，⑧示範 (材料・用具 )が高いポ
イントを示している。展開場面では，⑥間 (空間 )，⑦示範 (技法・技術 )
だけへと減少するが，まとめ場面では，②周辺言語，④身振り，⑦示





術 )，⑧示範 (材料・用具 )が減少していくのに連動して，①言葉の使い
方，③表情，④身振りが減っていく。展開場面で A は，③周辺言語が
高いポイントのまま推移するが， B は減少している。しかし， A のま
とめ場面で③周辺言語が減少するのに対し，B は高いポイントを示す。
ここからは， A･B の机間指導でのパフォーマンスの違いという点と，
⑦示範 (技法・技術 )，⑧示範 (材料・用具 )の項目が，①言葉の使い方，
②周辺言語，④身振りと大きく関っているという点が確認できた。  
 評価シートの結果から，パフォーマンスと受け取れる様相の推移を



















図 8．実践 A でのパフォーマンスの比較  






















                                
  





 まず第 1 節で，「トランスクリプト」の作成方法について述べる。





１．事例の 記述方法 について  
 評価者による発話記録のカウントと評価シートの結果から，「教師の
パフォーマンス」の構成要素の種類が多く集中的に使われていると評








表 1．抽出場面 (実践 A（図画工作）：導入－ F)の発話記録  













【実践 A 図画工作】  
表 2．トランスクリプト：導入－ F－ 4～ 14 記述  
黒板に白い画用紙を提示し，T は「この中に（ .）この世界の中には
ね：：大きな大きな卵があります↑ (2 .3）」（ 4）と発話する。「え
っ↑」（ 4）と驚いた様子で教師の方を見る。例示するたまごを手
に取りながら T が「これは誰がつくったんですか：：↓ ( . )」（ 6）
と全体に聞く様子を C2 は「 hhh」（ 6）と微笑みながらつくった人
の方を振り返っている。  Cm「 S 君」（ 7）と答えた際にも， C2 は




ながら提示した際には， C1， C2 ともつくった人の方を振り返って
いる。 T がたまごを黒板の白い画用紙に重ねて貼りつけた際 (9 )に
は，  C1， C2 の視線は，たまごへと移っている。続いて T が「そ
してたまごにね ( . )ピシピシピシっと割れ目が描いてあります：」
（ 10）とたまごの割れ目を指でなぞって示した際にも C1，C2 の視
線は，たまごに向けられている。 T が「どっちが割れ目かな↓この
ギザギザの所↑」（ 11）とつくった人に問いかけた際 には， 2 人で
顔を見合わせて微笑んでいる。T が「このギザギザのところから ( . )
パッと割れて卵から中 (0 .4 )でてくるもの (0 .3 )それはみんなそれぞ
れでした‐この前聞いてたら (0 .3 )何やったかな：↓何が出てくるん





移している。「富士山」（ 13）という Cm の発言に対して T が「富
士山出てくる人」（ 14）と問いかけた際には， C1 は， 発言者の方
を見ながら「え：：↑」（ 14）とつぶやいている。  
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図 1．実践 A(図画工作科 )のトランスククリプト  
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(2 .3）」（ 4）と間を取ったり（⑤間 (タイミング )）抑揚のある話し方（②
周辺言語）をしたりしながら黒板に白い画用紙を提示（⑧示範 (材料・
用具 )）し，教室全体を見渡しながら子どもの反応を見ている。例示す





て「そしてたまごにね ( . )ピシピシピシっと割れ目が描いてあります：」
（ 10）と割れ目をなぞりながら間を取ったり （⑤間 (タイミング )）語
尾を伸ばしたりしながら（②周辺言語）発話する。この間 C1， C2 の
視線は，教師の動作に注がれている。続いて T が「このギザギザのと
ころから ( . )パッと割れて卵から中 (0 .4 )でてくるもの (0 .3 )それはみん






一方，「富士山」（ 13）という Cm の発言に対して T が「富士山出て







表 3．トランスクリプト：導入－ G－ 9～ 15 記述  
T が「あ ( . )これつくるし：：」 (9 )とたまごを指しながら発話するの





S 君のやったっけ ( . )あ：： S 君のやつみたいに切ったげて」 (11 )と
T が発話すると， C1， C2 はつくった人のほうを振り返って見てい
る。次に T が「で ( . )ここまでできたらね：先にね：たまごは割っち
ゃってください」 (12 )と発話しながら，両手でたまごが割れる様子
を動作化する。それを見た C1 は「ピ シッ」 (12 )と呟きながら，両
手でたまごが開いて割れる様子を真似する。 T が「たまごをわる」


















図 2．実践 A(図画工作科 )のトランスクリプト  
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[トランスクリプト ：導入－ G－ 9～ 15 考察 ] 
教師が発 話とと も に行った 動作が 子 どもに伝 わって い く場面で ある。
T は「「あ ( . ) これつくるし：：」 (9 )や「ハサミで丸に切っちゃって
ね」 (10 )と発話しながら，提示してあるたまごを指さしたり（④身振
り），たまごの形を指示したり（⑦示範 (技法・技術 )）している。 T が
すでに黒板に書いてある「①たまごをつくる」のあとに「きる」と板
書する間 C2 が身を乗り出すように教師の動作を見ていることからも，
























【実践 B 算数科】  
表 4．トランスクリ プト：導入－ J－ 1～ 6 記述  
T が「 2 匹多いです（ .）それの比べ方をやります」（ 1）
と発話するのを，C1 は，「 hh」 (1 )と頷きながら
聞いている。ブロックを操作しながら「 こうやっ
てウィーンガシャン（ .）くっ付けて下さい］ (2 )
と T が発話すると， Cm が「あ：：  わかった↑」 (2 )
と反応 している。さらに，「2 匹多い（ .）バイバイ：：：」 (3 )
という反応 も見 られる。T が教室を見渡しながら，「する
と（ .）違 いがすぐわかりますよね：：」と発話 したのに対
し，Cm は「わかりま：：：：す」と返答 している。ブロックを
2 つと 3 つに分ける操作しながら T は，「ここはお：な：じ
( . )  ここだけお：お：い」（5）と発話 し，黒板に「2」（6）と














図 13 .実践 B (算数科 )のトランスクリプト  
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[トランスクリプト ：導入－ J－ 1～ 6 考 察 ] 
数図ブロックを使って，視覚的にどれだけ多いかを比べている。T が「こうや
ってウィーンガシャン（ .）くっ付けて下さい］(2 )といった表現を（②
周辺言語）使ってブロックの動きを表す（④身振り ⑦示範 (技法・技術 )）
と，「あ：：わかった↑」 (2 )という反応が見られる。差がわかる様に示 された（⑦
示範 (技法・技術 )）数図ブロックを見て「2 匹多い（ .）バイバイ：：：」 (3 )という
反応 も見 られる。さらに，T はブロックを 2 つと 3 つに分ける操作 （⑦示範 (技
法・技術 )）を し「ここはお：な：じ ( . )  ここだけお：お：い」（5）と抑揚をつけた話し










使い方，②周辺言語，③表情，④身振り，⑤間 (タイミング )，  ⑦示範
(技法・技術 )といった 8 項目を関連させながら使用している様相 が「ト
ランスクリプト」からは読み取れる。  
 [トランスクリプト：導入－ G－ 9～ 15]や [トランスクリプト：導入




































                                
  














 分析については，次の 4 つの図表を使用する。  
・評価シート（表 1）  
・レーダーチャート（図 1）  
・トランスクリプト（図 2）  
・パフォーマンス比較グラフ（表 2）  
「トランスクリプト」については，この分析から発話の抑揚を加え











「その他 (外 )」に分けた研究 3 )に基づいている。  
 








図 1．レーダーチャートの形式  
 



















実施日  平成 28 年 4 月 18 日  
実施対象  M 小学校 1 年生 3 クラス  
 
(2）対象とした授業者  
C：平成 28 年 4 月採用の初任教員  
D： 9 年目の中堅教員  
72 
 
E： 13 年目の中堅教員  
ともに，全科担任の経験のみ  
 
( 3 )授業①の概要  
 取り上げた授業は，図画工作科「すきなものなあに」である。日本




しむ」となっている。 3 人の授業者は， 32 切りサイズの比較的小さな
用紙を準備したことから「すきなもの」を描く目標に加え， 1 枚の用
紙に大きく１つの対象を描かせることにしていた。  



















(1 )対象とした授業②③④  
授業②  「チョキチョキかざり」  
実施日  平成 28 年 5 月 9 日  
授業③  「ひもひもねんど」  
実施日  平成 28 年 6 月 9 日  
授業④「おってたてたら」  
実施日  平成 28 年 7 月 6 日  
実施対象  M 小学校 1 年  授業者 C 担当学級  
 
( 2 )授業②③④の概要  






















３－１  分析Ⅰの結果  
 3 人の授業者が行った授業①のパフォーマンス指標を比較するグラ
フが表 2 である。そのグラフを導き出すために使用した授業の場面分
けと評価シート，レーダーチャートの一例を表 4，5，図 3 に示す。比
較グラフは，表 4 を基に場面ごとに作成したパフォーマンススコアを
時系列に並べて比較している。パフォーマンス指標を導き出すために
使用した評価シートの一例として，授業者 C の鑑賞・まとめ－ E を表























表 3．授業①のパフォーマンススコア 比較グラフ（授業者 C・ D・ E） 
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表 4．授業の場面分け（授業者 C）  
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図 3．授業者 C のレーダーチャートの一例  
 
３－２  分析Ⅰの考察  
 表 1 のパフォーマンスの比較グラフで確認すると，導入や展開の場





い。一方，授業者 D， E は表情豊かに大きな身振りなどを加えながら
活動のイメージづくりを行っている。  
 展開の場面で C は，児童へ個別に対応し 1 対 1 の関係に終始してい
















表情④身振り⑤間 (タイミング )⑥間 (空間 )⑦示範 (技法・技術 )といった
パフォーマンスの構成要素を組み合わせながら児童に伝えようとして
いる教師の姿が確認できる。  















した場面を取り上げる。授業者 C が導入－ P～ Q（図 4）， D が導入－





N~O（図 7）， E が展開－ K~L（図 8）の場面である。 C は，そういっ
た場面が確認できないためここでは対象としない。  
 
（ 1）  導入場面の「トランスクリプト」  
 
【授業者 C（初任者）】  
表 6．トランスクリプト： :導入－ P~Q 記述  


























































［トランスクリプト：導入－ P～ Q 考察］  
 この導入場面では， 1 枚に描く大きさを児童に提示した画用紙の上
を指でなぞるという行為でイメージさせようとしている。 C は画用紙
を見せながら「１枚１枚丁寧に描きます」 (P6)（⑧示範 (材料・用具 )
と描き方について指示したり，ゆっくりとした口調（②周辺言語）で
発話を切ったりしながら（⑤間 (タイミング )）「今日は消しゴムは使わ




しながら（④身振り） (⑧示範 (材料・用具 )）「お：お：き：く描きま
す」 (Q2)と抑揚をつけながら（②周辺言語）例示している。  
 
【授業者 D】  





た ら 先 生 に も っ て き ま す ， い い で す か ↑ 」
(O1)1 枚ずつ描くことを 1 度知らせた上で，
「いっぱい好きなものがある人，手挙げる：：
↑」 (O4)と問いかけ描く枚数について「その
人も 1 個ずつ丁寧に描くんだけど， 1 個描け






































    図 5．授業者 D のトランスクリプト（導入－ N~P）  
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「その人も 1 個ずつ丁寧に描くんだけど，1 個描けたら： 2 個目：：」
(O6)と複数枚描くことについて抑揚のある話し方（②周辺言語）で確





紙の形を 板書し そ の中にイ チゴを 大 きく 1 つ描き なが ら (⑦示 範 (技








【授業者 E】  
表 8．トランスクリプト：導入－ O~P 記述  




































     図 6．授業者 E のトランスクリプト（導入－ O~P）  
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［トランスクリプト：導入－ O～ P 考察］  
 導入場面で E は，描く大きさを繰り返し確認するだけでなく，画用
紙の上を指でなぞって大きさを示す行為で児童に描き方をイメージさ
せようとしている。児童が描きたいといったものを取り上げながら「こ
の 1 枚にパイナップルを描いてください（）いい（）はい↓」 (P2)と
抑揚のある話し方で発話を区切りながら（①言葉の使い方）黒板に掲
示した画用紙の上で大きさを指で示して（④身振り） (⑦示範 (技法・
技術 ) 1 枚に 1 つ描くことを指示している。さらに，別の児童に問いか
けて回答させた描きたいものを取り上げながら再度「ウサギが描きた
いんだったら，1 匹，1 羽，大きく描いて下さい」 (P5)と描く大きさと
数を強調した話し方（②周辺言語）で確認している。  
 
( 2 )展開場面の「トランスクリプト」  
【授業者 D】  
表 9．トランスクリプト：展開－ N~O 記述  










と で き て い る 部 分 を 指 さ し な が ら 確 認 を
促している。それに対し，児童も「そうそ










［トランスクリプト：展開－ N～ O 考察］  













【授業者 E】  





















［トランスクリプト：展開－ K～ L 考察］  
 この場面で E は，教師が意図した出来上がりになっている作例を取
り上げ描き方や大きさについて指示し，さらに板書を使って再確認す
るよう促している。「これぐらい大きく」(K1)と，できあがった作品の





















図 8．授業者 E のトランスクリプト（展開－ K~L）  
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がら大きく 1 つ描くことを指示している。  
 授業者 C(初任教員 )は，導入の中で 1 度だけ描く大きさについて指
で画用紙の上をなぞりながら例示しただけであった。  




























言葉の使い方，②周辺言語，③表情，④身振り，⑤間 (タイミング )， ⑥









に，児童が用紙の中に大きく 1 つの対象を描いた割合 ( 1 人の児童が複
数枚作成した作品のなかでの割合 )を比較したものを表 11 に示した。
また， 1 つの対象を大きく描いた児童作品の例を図 9， 10 に示す。図
11 は，複数の対象を描いた作例である。  
 表 9 からは 3 人の授業者が 1 枚の画用紙に対象を 1 つ大きく描かせ
るという意図をもって児童に指示を与えた場合，言語とともに示した
表情や身振り，例示の違いが児童の受け取り方に大きく影響している
ことが分かる。授業者 C(初任教員 )のクラスでは，半数の児童 (9 /20 人 )
が複数の対象を 1 枚の画用紙の中に描き図 11 に示したような描き方
になっている。作品の良し悪しは別にして教師の意図とは大きくかけ
離 れ た 仕 上 が り と な っ て い る 。 一 方 で ， 授 業 者 D の ク ラ ス で は
2 /3 (15 /20 人 )が複数枚描画したうちの 60%以上の割合で対象を大きく
1 枚の用紙に描いている。また，授業者 E のクラスでは半数 (10 /20 人 )
の児童が複数枚描いた作品すべてにおいて，図 9， 10 のような教師の
意図通りの対象を大きく 1 つ描いた作品ができている。  
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図 9．児童の作品  






               図 1 0．児童の作品  
図 11．児童の作品  
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３－６  分析Ⅲの結果  
 この項では，初任教員 C が自身のパフォーマンスを成長させる様子















図 13．レーダーチャート（「チョキチョキかざり」自己評価）  

































表 12．授業④の場面分け（授業者 C）  
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 授業① ~④の自己評価のレーダーチャート（図 12～ 15）からは，題
材を重ねるごとに評価が高くなっていることがわかる。特に，①言葉

























   図 16．授業①と④の比較グラフ（授業者 C）  
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 抽出した場面は，導入部分で授業者 C が作例を示しながら具体的に
製作方法について示しているところになる。表 12 で確認すると導入
－ Q~R の場面（図 17）である。  
 
表 13．トランスクリプト：導入－ Q~R 記述  






















図 17 .  授業者 C のトランスクリプト（導入－ Q~R）  
 
［トランスクリプト：導入－ Q～ R 考察］  







1－ 2 の街」 (Q2)と応答している。「折って：絵描いて：切って：：」
(Q3)と説明した際には，それぞれの言語に合わせた動作を行い微笑み







スもつくれそうやろ」 (R1)と回答している。  
 
３－９  分析Ⅳの考察  
















第 72 号， 2012， p p .79－ 86．  
2 )パフォーマンススコアとは，評価シート (表３ )に記入された教師の
パフォーマンスの構成要の５段階評価を得点として集計したもの。そ
の場面での教師のパフォーマンスの総合的な評価を示す。  
























































 ①言葉の使い方（わざ言語などの特徴的な言い回しを含める）  
 ②周辺言語（声の大きさ，高低，話す速さなど，音声に関るものす
べて）  
 ③表情  
 ④身振り  
 ⑤間（タイミング）  
 ⑥間（空間）  
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 ⑦示範（技法・技術）  













































 まず第 1 節で，「トランスクリプト」の作成方法を述べ，第 2 節で







 第 5 章では，調査を行った年に採用された初任教員 C の 4 月から７
月までの計４回にわたる図画工作科の授業を，パフォーマンスを窓口
に評価した。またその内 1 回は，他２名の教員が行った同一題材の授
業と C の授業との違いを比較考察した。  
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④  児童向け アンケ ー トの集約  
【 項 目 別 】  
① や さ し い 表 情 で 話 す 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  9 8  5 5 . 1 %  
そう思 う  5 5  3 0 . 9 %  
あまり思 わない  9  5 . 1 %  
思 わない  8  4 . 5 %  
どちらともいえない  8  4 . 5 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
 
② 話 し 方 が お も し ろ い 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  9 7  5 4 . 5 %  
そう思 う  4 9  2 7 . 5 %  
あまり思 わない  1 5  8 . 4 %  
思 わない  1 1  6 . 2 %  
どちらともいえない  6  3 . 4 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  




































































③ 身 ぶ り や 手 ぶ り を 使 う 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  4 4  2 4 . 7 %  
そう思 う  5 7  3 2 . 0 %  
あまり思 わない  3 4  1 9 . 1 %  
思 わない  2 3  1 2 . 9 %  
どちらともいえない  2 0  1 1 . 2 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
④ よ く ほ め る 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  7 2  4 0 . 4 %  
そう思 う  5 7  3 2 . 0 %  
あまり思 わない  2 7  1 5 . 2 %  
思 わない  1 0  5 . 6 %  
どちらともいえない  1 2  6 . 7 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
⑤ 説 明 が 分 か り や す い 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 3 0  7 3 . 0 %  
そう思 う  2 5  1 4 . 0 %  
あまり思 わない  7  3 . 9 %  
思 わない  9  5 . 1 %  
どちらともいえない  7  3 . 9 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  




























































































⑥ 話 と 話 の つ な ぎ 方 が う ま い 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  7 3  4 1 . 0 %  
そう思 う  6 5  3 6 . 5 %  
あまり思 わない  2 0  1 1 . 2 %  
思 わない  1 1  6 . 2 %  
どちらともいえない  9  5 . 1 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
⑦ た と え か た が う ま い 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  7 8  4 3 . 8 %  
そう思 う  6 6  3 7 . 1 %  
あまり思 わない  1 4  7 . 9 %  
思 わない  7  3 . 9 %  
どちらともいえない  1 3  7 . 3 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
⑧  や り 方 を よ く 知 っ て い る 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 3 8  7 7 . 5 %  
そう思 う  2 4  1 3 . 5 %  
あまり思 わない  5  2 . 8 %  
思 わない  6  3 . 4 %  
どちらともいえない  5  2 . 8 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  






























































































⑨  授 業 中 に 何 度 も 声 を か け て く れ る 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  5 8  3 2 . 6 %  
そう思 う  4 5  2 5 . 3 %  
あまり思 わない  3 0  1 6 . 9 %  
思 わない  2 3  1 2 . 9 %  
どちらともいえない  2 2  1 2 . 4 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
⑩  絵 を か い た り 、 も の を つ く っ た り す る の が う ま い 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 4 4  8 0 . 9 %  
そう思 う  1 9  1 0 . 7 %  
あまり思 わない  6  3 . 4 %  
思 わない  4  2 . 2 %  
どちらともいえない  5  2 . 8 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  
⑪  こ ま っ た 時 や 、 ま よ っ た り し た と き に ア ド バ イ ス し て く れ る 。  
選 択 項 目  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 3 0  7 3 . 0 %  
そう思 う  3 5  1 9 . 7 %  
あまり思 わない  4  2 . 2 %  
思 わない  8  4 . 5 %  
どちらともいえない  1  0 . 6 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  










































































































































【 学 年 に よ る 比 較 】  
①  や さ し い 表 情 で 話 す 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  9 8  5 5 . 1 %  4 4  5 0 . 6 %  5 4  5 9 . 3 %  
そう思 う  5 5  3 0 . 9 %  2 9  3 3 . 3 %  2 6  2 8 . 6 %  
あま り思 わない  9  5 . 1 %  5  5 . 7 %  4  4 . 4 %  
思 わない  8  4 . 5 %  5  5 . 7 %  3  3 . 3 %  
どちらともいえない  8  4 . 5 %  4  4 . 6 %  4  4 . 4 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
②  話 し 方 が お も し ろ い 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  9 7  5 4 . 5 %  4 1  4 7 . 1 %  5 6  6 1 . 5 %  
そう思 う  4 9  2 7 . 5 %  2 3  2 6 . 4 %  2 6  2 8 . 6 %  
あま り思 わない  1 5  8 . 4 %  1 1  1 2 . 6 %  4  4 . 4 %  
思 わない  1 1  6 . 2 %  8  9 . 2 %  3  3 . 3 %  
どちらともいえない  6  3 . 4 %  4  4 . 6 %  2  2 . 2 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
















③  身 ぶ り や 手 ぶ り を 使 う 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  4 4  2 4 . 7 %  1 5  1 7 . 2 %  2 9  3 1 . 9 %  
そう思 う  5 7  3 2 . 0 %  2 2  2 5 . 3 %  3 5  3 8 . 5 %  
あま り思 わない  3 4  1 9 . 1 %  2 0  2 3 . 0 %  1 4  1 5 . 4 %  
思 わない  2 3  1 2 . 9 %  1 7  1 9 . 5 %  6  6 . 6 %  
どちらともいえない  2 0  1 1 . 2 %  1 3  1 4 . 9 %  7  7 . 7 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
④  よ く ほ め る 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  7 2  4 0 . 4 %  3 0  3 4 . 5 %  4 2  4 6 . 2 %  
そう思 う  5 7  3 2 . 0 %  3 1  3 5 . 6 %  2 6  2 8 . 6 %  
あま り思 わない  2 7  1 5 . 2 %  1 2  1 3 . 8 %  1 5  1 6 . 5 %  
思 わない  1 0  5 . 6 %  8  9 . 2 %  2  2 . 2 %  
どちらともいえない  1 2  6 . 7 %  6  6 . 9 %  6  6 . 6 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  

















⑤  説 明 が 分 か り や す い 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 3 0  7 3 . 0 %  5 4  6 2 . 1 %  7 6  8 3 . 5 %  
そう思 う  2 5  1 4 . 0 %  1 7  1 9 . 5 %  8  8 . 8 %  
あま り思 わない  7  3 . 9 %  6  6 . 9 %  1  1 . 1 %  
思 わない  9  5 . 1 %  5  5 . 7 %  4  4 . 4 %  
どちらともいえない  7  3 . 9 %  5  5 . 7 %  2  2 . 2 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
⑥  話 と 話 の つ な ぎ 方 が う ま い 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  7 3  4 1 . 0 %  3 0  3 4 . 5 %  4 3  4 7 . 3 %  
そう思 う  6 5  3 6 . 5 %  3 2  3 6 . 8 %  3 3  3 6 . 3 %  
あま り思 わない  2 0  1 1 . 2 %  1 0  1 1 . 5 %  1 0  1 1 . 0 %  
思 わない  1 1  6 . 2 %  9  1 0 . 3 %  2  2 . 2 %  
どちらともいえない  9  5 . 1 %  6  6 . 9 %  3  3 . 3 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  

















⑦  た と え 方 が う ま い 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  7 8  4 3 . 8 %  2 6  2 9 . 9 %  5 2  5 7 . 1 %  
そう思 う  6 6  3 7 . 1 %  3 9  4 4 . 8 %  2 7  2 9 . 7 %  
あま り思 わない  1 4  7 . 9 %  8  9 . 2 %  6  6 . 6 %  
思 わない  7  3 . 9 %  5  5 . 7 %  2  2 . 2 %  
どちらともいえない  1 3  7 . 3 %  9  1 0 . 3 %  4  4 . 4 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
⑧  や り 方 を よ く 知 っ て い る 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 3 8  7 7 . 5 %  6 3  7 2 . 4 %  7 5  8 2 . 4 %  
そう思 う  2 4  1 3 . 5 %  1 2  1 3 . 8 %  1 2  1 3 . 2 %  
あま り思 わない  5  2 . 8 %  4  4 . 6 %  1  1 . 1 %  
思 わない  6  3 . 4 %  5  5 . 7 %  1  1 . 1 %  
どちらともいえない  5  2 . 8 %  3  3 . 4 %  2  2 . 2 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  

















⑨  授 業 中 に 何 度 も 声 を か け て く れ る 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  5 8  3 2 . 6 %  2 7  3 1 . 0 %  3 1  3 4 . 1 %  
そう思 う  4 5  2 5 . 3 %  1 5  1 7 . 2 %  3 0  3 3 . 0 %  
あま り思 わない  3 0  1 6 . 9 %  1 8  2 0 . 7 %  1 2  1 3 . 2 %  
思 わない  2 3  1 2 . 9 %  1 5  1 7 . 2 %  8  8 . 8 %  
どちらともいえない  2 2  1 2 . 4 %  1 2  1 3 . 8 %  1 0  1 1 . 0 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  
合 計  1 7 8  1 0 0 . 0 %  8 7  1 0 0 . 0 %  9 1  1 0 0 . 0 %  
 
⑩  絵 を か い た り 、 も の を つ く っ た り す る の が う ま い 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 4 4  8 0 . 9 %  6 9  7 9 . 3 %  7 5  8 2 . 4 %  
そう思 う  1 9  1 0 . 7 %  1 1  1 2 . 6 %  8  8 . 8 %  
あま り思 わない  6  3 . 4 %  3  3 . 4 %  3  3 . 3 %  
思 わない  4  2 . 2 %  1  1 . 1 %  3  3 . 3 %  
どちらともいえない  5  2 . 8 %  3  3 . 4 %  2  2 . 2 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  

















⑪  こ ま っ た 時 や 、 ま よ っ た り し た と き に ア ド バ イ ス し て く れ る 。  
選 択 項 目  
総 計  ４年  ６年  
人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  人 数  構 成 比  
大 変 そう思 う  1 3 0  7 3 . 0 %  6 2  7 1 . 3 %  6 8  7 4 . 7 %  
そう思 う  3 5  1 9 . 7 %  1 6  1 8 . 4 %  1 9  2 0 . 9 %  
あま り思 わない  4  2 . 2 %  2  2 . 3 %  2  2 . 2 %  
思 わない  8  4 . 5 %  6  6 . 9 %  2  2 . 2 %  
どちらともいえない  1  0 . 6 %  1  1 . 1 %  0  0 . 0 %  
無 回 答  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  0  0 . 0 %  

























⑤ 授業記録【実践A，B】  
 
【実践A】授業記録 
5月28日(木) 1・2校時 図画工作科 
 
導 入 
00:05 T はい、日番さんお願いします。 
00:09 C 姿勢を正して。 
00:11 TC はい。 
00:14 C 今から1時間目の学習を始めます。 
00:20 TC はい。 
00:22 C 礼。 
00:23 TC お願いします。 






01:29 C はーい。 
01:33 C かけた。 
01:40 C 作れた。 
02:21 T はい、題名決まりました。((手を挙げる)) 
02:23 C はい。 
02:24 C いいえ。 
02:25 T もうちょっと考えます。((様子を見渡して)) OK。じゃ作品作りながら考えておいてください。はい
じゃ、今日の目当て。この前と一緒ですが、もう1回読みましょう。さんハイ。 
02:34 C ふしぎなたまごからうまれてくるもの。 
02:39 T はいはい、ちょっと、ちょっと((手を鳴らす))もう1回。さんハイ。 
02:41 C ふしぎなたまごからうまれてくるものをたのしくそうぞうしてえにかこう。 
02:53 T はい。ですー。机の上ね、物差しが出てる人すぐしまいます。それは算数で使うのでしまいます。
はい、ではね、この前のちょっとおさらいです。ここに皆の作品やるのであとで配ってもらうんだけど、 
03:14 C 先生、落ちた。 
03:15 C 落ちた、落ちた、落ちた。 
03:32 C はい。 
03:36 C ああー。 
03:37 C でも、この隊形のままするの？ 
03:49 T はい。ちょっとお借りしました。これ、白やったな。((紙を取りに行く))はい、この真っ白のこの
紙が、みんなが想像する楽しい世界です。 
04:31 C ええ？ 
04:32 T この中に、この世界の中にはね。大きな大きな卵があります。はい、これは誰がつくったんですか？ 
04:40 C ショウ君。 





05:05 C うん。 
05:06 T このギザギザのところからパッと割れて卵から中、でてくるもの。それはみんなそれぞれでした。
この前聞いてたら、何やったかな、何が出てくるんやったかな？ 
05:22 C 富士山。 
05:23 T 富士山出てくる人。 
05:24 C ロケット。 
05:25 T ロケット。 
05:26 T ハムスター。 
05:27 C 宇宙。 
05:28 T 宇宙。 
05:29 C 動物。太陽。 
05:30 T 太陽、めっちゃ面白い。 
05:32 C 火山。 
05:33 T 先生やったらね、やっぱりサッカー。 


























09:48 C 色鉛筆がない。 
09:49 T はい。 
09:54 C あった。 
09:56 T じゃあね、今からねえかいてくんだけど、想像、するのは、誰？ 






10:26 C こっちの方がやりやすそう。 




41:05 T あー綺麗ね。これ綺麗ね。 
41:20 T ((作品を手に取り、描き方を示しながら))じゃあ、この辺出来てるからここからクレパスで塗って。
こんな風にしたら。とりあえずやってみて。 
41:54 T はいじゃあ白い画用紙取ってきて。 
42:00 T これいいやん。どこに貼って絵を描くか考えて。じゃあ、白い紙取ってきて。 
42:22 T このやり方、面白いね。 
42:36 C 先生、おかしなってる。 
42:42 C 先生、さっきよりおかしなってる。 




43:55 C うん。 
43:57 T 菅原君とかは、パカッて下に割って、下になんか、ものが出てくるみたいな割り方にしているし、
割り方だけでもいろんな工夫があって面白いね。 
44:24 T では、白い紙に貼ってみようか。 
44:30 T もうえらい時間になってる。 
44:50 T 次、こう描いたら。下書きってどんなやった？ 
45:07 T 作品、縦にしてもいいですかってあったけど、いいよ。 
45:16 T 下書きやったら、たまごが割れたところに描いたんやな。どんなふうにする？ 
46:17 Ｃ 先生、もう色塗っていい？ 
46:18 Ｔ 塗っていいよ。クレパス持ってこよか。 
47:16 Ｔ はいじゃ、ちょっとねえ。一旦トイレに行く人はこの間にね、行って下さい。お茶飲みたいなあ
いう人も今の間にして。 
47:32 Ｃ できた。 
47:33 Ｃ できた。できた。 
48:34 Ｔ こちらはわかりやすい。ギザギザの所できったらいいね。 








81:16 Ｔ この世界は、こんな世界です。 
81:28 Ｔ この世界は、こんな世界ですって言うことを書いて。 
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83:40 Ｃ 菅原君のこんなん。 
83:45 Ｃ めっちゃ、おもしろい。 
85:05 Ｃ ふざけたら、あかんで。 
85:15 Ｔ じゃあ、あと3分ぐらいで終わるからねー。途中の人は頑張ってね。 
85:49 Ｔ ((作品を覗き込んで))はい。 
85:51 Ｔ ((作品を覗き込んで))はい。 
85:57 Ｃ ちょっと待って、これこれ。((作品カードを取りに行く)) 
86:50 Ｔ これなんて書いてあるか読んでみて。星の？ 
86:53 Ｃ 星のたまご生まれる。 
86:54 Ｔ たまご？星の？がんばった？工夫した？流れ星？はって、出して。 
87:35 Ｔ ((作品カードを示され、目を通して))はい、ＯＫです。 
87:42 Ｔ …くん、書いた？…くんに教えてもらってね。流れ星を、「を」は難しいほうの「を」やで。いい
ですか。 
88:20 Ｔ さあでは、片付けします。まだの人、は、なかよしタイムにもうちょいやるか？ 
88:28 Ｃ えー！ 
88:32 Ｔ はい、じゃあもうちょい延長しましょか。 
88:48 Ｃ もうおわり。 







89:55 Ｃ 姿勢を正して。 
89:57 ＴＣ はい。 
90:00 Ｃ これで1時間目の学習を終わります。 
 
5月28日(木) 4校時 国語 
 
導入 
00:05 Ｔ では、国語を始めましょう。じゃあ日番号令どうぞ。 
00:25 Ｃ 姿勢を正して。 
00:27 ＴＣ はい。 
00:30 Ｃ 今から、4時間目の学習を始めます。 
00:37 ＴＣ はい。 
00:38 Ｃ 礼。 




00:57 ＴＣ ハハハハハハはいはいはい。 
01:00 Ｔ ハイじゃ、国語を10秒でやります。はい。はいはい。もう生活、今しない。もう切りかえて。終
わったよ。 
01:10 （ ） 
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01:16 Ｔ ハイじゃ、教科書のにじゅう、今日は、あっ、でもここやな。24、25開きましょう。 








教科書も見て探してよ。1，2，3，4，5，6，7，8，9 人か、ちょっと寂しいよ。10 人に増えました。11 人、
12 人。...13 人。まち探検のここの班は 4 人とも挙がっているよ。よく見つけていますね。ハイじゃ、この班
の班長誰ですか？はい、小村さんに代表して言ってもらいます。小村さん。 
03:07 Ｃ はい、聞いてください。 
03:08 Ｃ はい。 
03:09 Ｃ 3段落の、そしてタンポポはだんだん種を太らせているのところだと思います。どうですか？ 
03:23 Ｃ もう一度言ってください。 
03:31 Ｃ 3段落の、タンポポの、タンポポはだんだん種を太らせているのところだと思います、どうですか？ 
03:44 Ｃ はい。 
03:45 Ｔ 太らせている。そうやったね。ハイじゃ。藤井君。 
03:52 Ｃ はい。花と軸を静かに休ませて、種をどんどん太らせるです。どうですか？ 
04:01 Ｃ はい。 
04:02 Ｔ 花と軸を静かに休ませて、どんどん太らす。平島君。 
04:09 Ｃ 聞いて下さい。 
04:10 ＴＣ はい。 
04:14 Ｃ 藤井良太君につけ足して、花を静かにしおれて休ませて種をどんどん太らせていくです。どうで
すか。 
04:35 Ｃ はい。 
04:36 Ｔ 吉井さん。 
04:39 Ｃ 聞いて下さい。 
04:40 Ｃ はい。 
04:41 Ｃ 花と軸を静かに休ませて、種にたくさんの栄養を…。もう一度言います。花と軸を静かに休ませ
て、種にたくさんの栄養を送るのです。そして、タンポポは種をどんどん太らせるだと思います。 






ましょう。32 人全員で合わせましょう。さあ、それでは教科書 24 ページから本を読みます。((本を立てる仕
草))はい、ではいきましょう。題名から行きます。さんハイ。 


















08:56 Ｃ 4から6。 
08:58 Ｔ 4だけなのか、4･5なのか、4･5･6なのか。4･5･6･7･8･9･10なのかな。 
09:03 Ｃ 4だけやった。 
09:06 Ｔ 4からどこまでかな？ 
09:12 Ｃ 4たす5。 
09:15 Ｃ 4たす5たす6。 
09:20 Ｔ はい、予想ができていますか？ 
09:28 Ｔ もらった人は名前。そして予想と段落、第何段落を書いてもらえるかな。 
09:40 Ｃ これって、はるん？ 
09:43 Ｔ え？そろそろ貼っていかな失くすな。じゃ。今日授業終わったら貼ろう。 
09:50 Ｔ ((「たんぽぽのちえ」と板書)) 
09:58 Ｃ 何段落？ 
10:25 Ｔ ((｢二つめのちえをまとめよう｣と板書)) 
10:40 Ｔ さあ、予想たてれたかな？じゃあ、近くの人とざっと見あいっこしてね。確認してみて。 
10:55 Ｔ ((｢二つめのちえをまとめよう｣の板書を囲む)) 
 
展開 
22:06 Ｔ はい、中本君。 
22:07 Ｃ はい、聞いてください。 
22:09 ＴＣ はい。 
22:11 Ｃ 4と6段落だと思います。そのわけは、4～6までずっと続いているからです。どうですか？ 
22:19 Ｃ はい。 
22:20 Ｔ 4から6まで、このころになると、下もいけるな。入れとく？ 
22:27 Ｃ はい。 
22:28 Ｃ はい、石井さん。 
22:29 Ｃ 聞いて下さい。 
22:30 Ｃ はい。 
22:31 Ｃ 藤井君につけ足して、4 から 5 だと思います。そのわけは、話がタンポポの軸がまだぐったりし
ている間が4と5で、6になるとまた起き上がっているからです。どうですか？ 




23:15 Ｃ 書いた。 
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23:16 Ｔ 5段落。((板書しながら))あってましたよ、予想。((手を挙げながら)) 
23:18 Ｃ はーい。 









24:38 Ｃ 聞いて下さい。 
24:39 Ｃ はい。 
24:40 Ｃ き、ききゅ、ききゅ、気球だと思います。どうですか？ 
24:45 Ｃ はい。 
24:47 Ｔ なるほど、気球っていう言葉でも言えるしね。いくつか表現できると思うよ。苅谷君。 
24:54 Ｃ 聞いて下さい。 
24:55 ＴＣ はい。 
24:56 Ｃ 落下傘という言葉は、吉房君に付け足して言います。落下傘という言葉は、気球とちょっと違っ
て荷物を、届けたいもの届けて…。誰かに届けたいものを届けるものだと思います。どうですか？ 
25:27 Ｃ はい。 
25:28 Ｔ なるほど、届けたい荷物を届けたりできる。平沢さん。 
25:32 Ｃ はい、聞いて下さい。 
25:35 Ｃ はい。 
25:39 Ｃ 落下傘というのは…、そら君につっけ足して言います。落下傘というのは、･････気球とちょっと
違って、…人が乗るものじゃなくって荷物を運ぶものだと思います。どうですか。 
26:08 Ｃ はい。 
26:09 Ｔ はい、どうですか？ 





26:44 Ｃ 人を運ぶんじゃなくって荷物を運ぶ。 
26:46 Ｔ 荷物を運ぶって、付け足してくれたね。っていうのを言ってくれたから、あーそっかと思ったら、
はーいです。じゃ、これで、ちょっと待って。これで、中本君。 
26:58 Ｃ 聞いて下さい。 
27:00 ＴＣ はい。 
27:01 Ｃ 平沢さんにつけ足して言います。落下傘っていうのは、手紙とか送ったりするものです、どうで
すか？ 
27:09 ＴＣ はい。 
27:10 Ｔ はい、じゃちょっと。ちなみに何を送ったりする？((手で示しながら))≪身振り≫もう、座ったま
まで。 
27:16 Ｃ 荷物とか、なんか生き物とか送る。 
27:28 Ｔ 荷物や生き物.なるほど。吉房君何やったかな？ 
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28:44 Ｃ みたいになってる。 
28:45 Ｔ みたいやんな。こういうのをね、((「たとえ」と板書しながら))はい、何と読みますか？ 
28:55 Ｃ たとえ。 
28:57 Ｔ たとえ、聞いたことあるかな？ 
29:00 Ｃ ある。 
29:01 Ｔ ある。国語ではね、いろんな例えが出てきます。なになにみたいって言ったら、ほんまに落下傘
になったん違うで、違うで。 
29:09 Ｃ みたいは、例え。 
29:11 Ｔ 例えてんねんな、はい、パラシュートに例えてるでした。はいそれではね、プリント見ましょう。
では二つ目の知恵、まず、タンポポの今の様子、はい、どんな様子でしょうか？書いてみましょう。ハイ。 
29:29 Ｔ はい、どうぞ。あっ、言わずにじゃあ書いてみましょう。全員書きます。 
29:37 Ｃ 本とおんなじでもいいの？ 
29:38 Ｔ いいよ、ただみんなが 1 回目に書いたプリントはホンマに様子だけだったけど、昨日も言ったけ
ど、ただの様子だけじゃなくて、そこからどんな知恵を働かせるのか、ま・で、この中に書きます。二つ目の
ちえ((｢◎ようす」と板書))さあ、どんな様子だろうね？ 
30:12 （ ） 
30:32 ((掛け図を取りだす))ヒントは文章と絵です。 









38:51 Ｃ 夏休みに、結構見たことある。 
38:52 Ｔ 見たことある人？((手を挙げながら))はあい。 
38:53 Ｃ 前、見つけた。 
38:54 Ｔ 見つけた。はい、下ろして。はい、この白い綿毛って、フッて吹くとどうなるの？ 
39:01 Ｃ 飛ぶ。 
39:03 Ｔ 飛んでいくよね。何のために飛ばすの？ 
39:06 Ｃ 仲間を増やすため。 
39:08 Ｔ 仲間を増やす。 
39:10 Ｃ 前、見たら、道路のとこに飛んでいっとった。 
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39:13 Ｔ なんで仲間、増えるんかな？ 
39:15 Ｃ 種。 
39:16 Ｃ 種を飛ばすとか。 
39:17 Ｃ 種を飛ばして、 
39:22 Ｔ えっと、岸さん。 
39:23 Ｃ はい、聞いて下さい。 
39:24 ＴＣ はい。 
39:26 Ｃ 種があるから、その種が育って、またタンポポが出てくる、できるとかもしれないからです。ど
うですか？ 
39:35 ＴＣ はい。 
39:36 Ｔ なるほど。田浦さん。 
39:38 Ｃ はい。その種が。 
39:39 Ｔ ちゃんと立って言おう。（(きちんと立つような素振り)） 
39:42 Ｃ 聞いて下さい。 
39:43 ＴＣ はい。 
39:45  Ｃ その種のひとつひとつが、タンポポになる種がつくからです。どうですか？ 
39:51 Ｃ はい。 
39:55 Ｔ 種になる。梶君。 
39:56 Ｃ 聞いて下さい。 
39:57 ＴＣ はい。 
40:02 Ｃ 綿毛についている種を飛ばすことで、地面とかについてたりして、雨とか降ったら、地面に落ち
て、また風とか吹いたら飛んでいく。どうですか？ 
40:20 Ｃ はい。レベルの種を飛ばし等から種を飛ばしていてください。屋根があるからパッドの40:21 Ｔ 
飛んで行くんや。（（板書に線を書き込む）） 
40:29 Ｔ 池内さん。 
40:32 Ｃ 聞いてください。 
40:33 ＴＣ はい。 
40:34 （ ） 
41:04 Ｃ 間違えました。 
41:06 Ｔ はい。 
41:08 Ｔ 平沢さん。 
41:09 Ｃ はい、聞いてください。 
41:12 ＴＣ はい。 
41:16 Ｃ タンポポの綿毛についている種を飛ばして、土のどこかに落ちて、雨とか水でタンポポの花が咲
くと思います。どうですか。 
41:40 Ｃ はい。 
41:43 Ｔ ね、はい最後。永田さん。 
41:45 Ｃ はい、聞いてください。 
41:46 ＴＣ はい。 
41:48 Ｃ 平沢さんに付け足して言います。土のあるところにタンポポ落ちて、育つんだと思います。どう
ですか？ 






42:29 Ｃ ように。 
42:30 Ｃ たとえ。 






43:15 Ｃ 書けた。 
43:16 Ｃ 内田先生、書けた。 
43:18 Ｔ いいと思います。と言うことやね。((プリントを見に机間を回りながら)) 
43:19 Ｃ 先生、書けた。 
43:21 Ｔ ああ、いいと思うよ。 
43:24 Ｔ いいよ。 
43:30 Ｔ あーーー。いいかな。 
43:34 Ｔ あーー、いいと思うよ、わかりやすいね。 
43:41 Ｔ 里井君のは、タンポポに例えたんじゃないね。作者が例えるてるから、な。 
43:46 Ｃ 先生。 
43:48 Ｃ 終わった。 
43:50 Ｔ どんなん、なった？それだけやったら、様子やんな。どんな知恵があるか？ 
43:59 Ｃ できた。 
44:02 Ｔ どんな知恵があるか？ 
44:03 Ｃ 先生、おんなじ。 
44:06 Ｔ どういったいいかな、どんな知恵がある？ 
44:11 Ｔ あ、いいと思います。 
44:16 Ｔ 綿毛ができて、そっからどんな知恵があるか、そこから、どんな、なんのために綿毛があるのか？ 




44:55 Ｃ 姿勢を正して。 
44:58 Ｃ はい。 
44:59 Ｔ はい、ちょっと待ってください。周りの人見てあげてね。 
45:08 Ｃ 手を止めてください。 
45:16 Ｃ これで、4時間目の学習を終わります。 
45:24 Ｃ はい。 
45:25 Ｃ 礼。 
45:26 Ｃ ありがとうございました。 
 
【実践B】授業記録 







00:35 C はい。 
00:38 T それ以外の色は閉まっていますね。 
00:42 C はい。 
00:44 C はい、しまっています。 
00:45 （ ） 
00:55 T 行きます。机の上にパレット、なにもないきれいなパレット置いて下さい。お話聞くのにね、持っ
とったらね、集中できないから。 
01:13 （ ） 
01:20 T では、今日やることを話をします。青だけ。サキちゃん、筆、パレットどちらも置きましょう。ト
キアちゃん、パレット閉じておきましょう。パレット閉じて、筆を置きましょう。 
00:44 （ ） 
01:48 T 筆も置いといてね、お話を聞くときは、手の上に何にもない状態で真っさらで行きます。じゃあ、
今日は「あめがふったよ」の最後です。目当て読みます。さん、ハイ。 
02:02 C あめをふらせよう。 
02:07 T 今日は、ちょうど雨でした。雨ってどんなふうに降りますか？（手を挙げる） 
02:12 C 大雨やで。 
02:15 C はい。 
02:17 C ザーザーや。 
02:18 T 増井さん。 
02:18 C はい。 
02:29 C 台風やったら斜めに落ちてくるけど、普通の雨やったら上から落ちてきます。 
02:41 T （「ななめ うえから」と板書） 
02:42 C 同じです。 
02:43 C 同じです。 
02:45 C まだまだあります。 
02:49 C まだあります。 
02:53 C もう終わり。 
02:57 T 向井さん。 
03:00 C 普通の雨だっても、風が強くって横から降ってくることもあります。 
03:07 C 同じです。 
03:12 T （「横」と板書）水田さん。 
03:15 C 前に出ていいですか？ 
03:17 Cはい。 
03:19 C ここから、上からの時は弱いけど、横からの時は強い。 
03:33 T 横からの時は、ちょっと強い。 
03:38 C うん。 
03:41 T じゃあ、誰かに書いてもらおうと思います。チョークで書いてくれますか？じゃあ、まず斜め。シ
オンさん。 
03:52 C あー。 
03:55 T 上からどんな雨が降ってくるかな？（手を挙げる） 
04:01 T 吉田さん。横からは？ 
04:04 C はい。 
04:10 T 泉さん。 
04:11 C はい。 
04:22 T どうぞ。 
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04:25 T ここに書いてよ、上から。ななめは、ここ。よこからはここ。 
04:36 T どうぞ。 
04:38 T ここに。 
04:43 C シオンちゃん、届かんかったら台のり。 
04:48 T この辺でもいいよ。 
04:55 T そう。 
04:59 T いいよ。 
05:03 T いいよ、書いてみて。 
05:13 C 違います。 
05:15 C 同じです。 
05:17 C 違います。 
05:18 T 方向これやね。横からの雨ちょっときつすぎて、服ビショビショそうになりそうやな。今回横から
の雨はやめとこか。こわいな。（横からに×印） 
05:32 C たてから。 
05:33 T じゃあ、上からと斜め。これ以上に付け加えがある人？ 
05:35 C はい。 
05:40 T 置いといて。付け加えがある人、谷村さん。平田さん。出て下さい。 
05:52 T 消さんとってよ。（手で制止）それはその人の作品やで。この下に書いてよ。 
05:59 （ ） 
06:05 C 雫に見える。 
06:06 （ ） 
06:13 T こっちに書いていいよ。谷村君、ここに書いていいよ。（指さす）斜めの下でもいいよ。 
06:19 （ ） 
06:23 T どうぞ。 
06:24 （ ） 
06:53 T これ以外、あるよ。（手を挙げる）こんなんもあるね。迫さん。 
06:59 （ ） 
07:25 C ここ？ 
07:27 T うん。 
07:28 （ ） 
07:38 C また、雨や。 
07:39 （ ） 
07:55 T 線から繋がとーみたいになっとるな。線から繋がっとる、途中、水玉。最後もう1人。最後もう1
人。前田咲さん。 
08:12 T 前田さきさん。 
08:13 C はい。 
08:21 C 横からこうやって。 
08:22 C 横からはいかん。 
08:30 T すごいきついときやな、横から降るとき。傘さしとってもビシャビシャになるときあるもんな。 
08:36 C 横から降ったん見たことある。 
08:41 C 今はななめや。 
08:46 C 先生、今降ってる雨、斜めや。 
08:53 C 斜め。 






09:37 （ ） 
09:46 C どこに入れよっかな？ 




27:16 T しんどい。しんどいっていう理由でやめるのやめようよ。 
27:21 C 先生。 
27:30 T 描き方、きれいな作品やん。（児童のパレットを借りながら） 
27:36 T しんどいっていう理由はやめよう。 
27:38 C 先生、できました。 
27:40 C 先生できた。 
27:42 T 傘も塗れた？ 
27:47 C 先生、できました。 
27:48 T 傘はどないするん、それ傘に見えへんやん。外枠だけ塗る？それとも、真っ白がいい？ 
27:57 （ ） 
28:33 T 神足君、全然塗れてへんやん。 
28:34 C 森田先生、洗いに行っていいですか？ 
28:41 T 神足君、全然塗れてないよ。 
28:42 （ ） 
29:02 T ここだけでも、塗って。 
29:03 （ ） 
29:09 C 何これ、抹茶の色になった。 
29:10 （ ） 
29:24 C 先生。 
29:26 T ねえ、ねえ、先生にもたしとくの。 
29:28 （ ） 
29:42 T できたの？OKです。 
29:44 （ ） 
30:35 C ぞうきん、ない。 
30:37 T 貸して下さい。 
30:38 C 貸して下さい。 
30:49 C 筆、忘れとった。 
30:50 （ ） 
30:52 C 筆、忘れとった。 
30:53 （ ） 
31:07 C 先生、これできたやつどうしたらいい？ 
31:08 T 置いといて、乾かすから。後、名前書いてある？ 
31:15 C 書いてある。 
31:17 T まだ机の上、置いといて。 
31:18 C はーい。 
31:19 （ ） 
31:24 C 全部の色、混ぜたら何色になるかな？ 
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31:26 （ ） 
31:32 C どうしたん？ 
31:33 （ ） 
31:57 T おーい、この辺ちょっといいですか、ちょっと傘の形に見えないんだけど。 
32:13 C 先生、洗ってきます。 
32:15 （ ） 
32:26 C 先生、出来ました。 
32:30 T ここの薄いところだけ塗ろっか。（指さしながら） 
32:31 C 先生、出来ました。 
32:32 T はい、OKです。 
32:39 C 先生、読書やるん？ 
32:47 T 服は、白？ 
33:08 T これはまた絵の具が多い。 
33:10 T あなた、太筆をこうやって、薄く、薄く。（筆を手に取り） 
33:16 C クレパスで土も書く。 
33:19 T 絵の具多くてかたまらへん。 
33:21 （ ） 
33:48 T この辺、塗って。 
33:49 （ ） 
34:03 C 描けた、縁まで。５，４，３，２、 
34:04 （ ） 
34:15 C 先生、片付けていいですか？ 
34:18 T もう塗り直すとこない？作品完成でいい？ 
34:22 C 完成でいい。 
34:26 T 最後の2月にやる作品展い出すかもよ。体育館する。 
34:35 C これで、いい。 
34:36 T 体育館で、全校生徒、お兄ちゃん、お姉ちゃんみんな見るよ。 
34:42 C いいよ。 
34:43 C 先生、今4時間目？ 
34:44 T 4時間目。 
34:46 C 先生、洗ってきていい？ 
34:53 C これもう出来た。 
34:55 T 机の上置いといて、ユウジくん 
34:59 C 洗ってきた。 
35:10 C １番ちっちゃいの、これあげる。 
35:12 （ ） 
35:55 T ここ、こうやって、こう描いたら？（クレパスを手に取り） 
35:58 （ ） 
36:00 C 僕の絵の具セットに帽子かぶせた。 
36:05 C 遠くから見たら絵の具に見えへんけど。 










57:04 C 先生ちょっと見せて。 
57:07 T 名前ないです。 
57:10 C 名前ないんやったら違うわ。 
57:11 C あるわ。 
57:16 C ある。 
57:18 C あった。 
57:19 （ ） 
57:50 T 青で塗る。例えば…。 
57:55 （ ） 






62:00 （ ） 
62:51 T では、座ってください。きずな君、片付けできましたか？ 
62:56 C いいえ。 
62:58 （ ） 
63:08 T はい、座ってください。では、本途中の人御免なさい、本片付けて来て下さい。 
63:13 （ ） 
63:50 C 森田先生、手洗っていい？ 
63:55 T もっ回、洗ってくる？ 
63:58 C もっ回、洗ってきていい？ 
63:59 C 森田先生。 
64:00 T もう無理違う。もっと後で洗い、給食の前に。どうせ洗いに行くやろ。 
64:05 C 森田先生、もう終わり？ 
64:06 T ううん。 
64:07 C 何やるん？ 
64:09 T 座ってもらってもいい？ 
64:10 C これ、しよか？ 
64:11 T いいわ、ありがとう、座ってもらってもいい？ 
64:14 （ ） 
64:25 T おーい、絵本しまっている3人組。 
64:30 （ ） 
64:46 C 先生、これ閉めるん忘れとった。 
64:48 T しまっておいで。 
64:51 T では、次のお話をします。座ってください。 
65:00 （ ） 
65:11 T あと、京奥君と、あっ、平田君は座ってくれた。合わせて。後、京奥くんだけでーす。 
65:18 C あのさ、黄緑の絵の具って、結局誰か分かった？ 
65:24 T わからへんねん、また次に絵具使う時に聞こか？それとも帰る準備するとき聞こか。 
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65:29 C 帰る準備の時。 
65:30 T 帰る準備の時、聞こか。ほんなら帰る準備の時、絵の具セット持ってきた時、自分で気になる人見
てな。もう見てくれた人、どのぐらいおる？（手を挙げる） 




66:10 C なんて、粘土？ 
66:11 T もう、1回言います。次は、粘土を使います。 








00:31 C これ、何算？何算？ 
00:32 C 掛け算。 
00:35 C 引き算って、書いとうで。 
00:41 C 違いは、いくつ。 
00:43 C ち・が・い・は。 
00:45 C やっぱ、引き算やん。 
00:47 C 先生、52ページってサー、引き算？ 
00:54 C 引き算？ 
00:57 ＜板書＞ 
01:05 C 先生、ブロックっている？ 
01:08 T ブロック、いります。 
01:10 C ブロック、何個？ 
01:11 T 10個。 
01:13 C やっぱり、俺出しとった。 
01:15 C 出しとった。 
01:19 （ ） 
01:33 T 準備はいいですか？ 
01:35 C はい。 
01:36 T じゃ、今からチェックします。 












02:40 （ ） 
02:43 T さん、ハイ。 
02:46 C どちらが…。 
02:47 T やり直しをします。 
02:49 （ ） 
02:52 T もう、いつでも大丈夫やでっていう人とは目が合うもんね。お、いけるな。 
02:57 （ ） 
03:00 T 目、合わへん人は無理なんやろうなぁ。あ、いけるか？あの人、大丈夫かな～。あ～そうそう、ぼ
く、ぼく。待ってます。いいね～、目が合うね頑張ってる人は。あなた大丈夫？ハクション。 
03:16 C 先生、算数がない。 
03:20 T 貸してあげるね、後で。（ひそひそ声で） 
03:23 T 行きマース。さん、ハイ。 
03:25 C どちらがどれだけ多いでしょう。（一斉） 
03:33 T 今日は、どっちがどれだけ多いっていうのをします。かえるはかえるでも、（掲示物をはりつける）
１、2、3、4、5。こんなカエルがいます。ですが、もう一枚の葉っぱからやってきたカエルは、 
03:33 C ゲロ～、ゲロ～。ゲロ～。ゲロ～。 
03:42 T こんなカエルです。さあ、どこが違うでしょうか？ 
03:48 C はい 
03:50 T このカエルとこのカエル、どこが違うでしょうか？ヒントこの辺。 
03:55 （ ） 
03:59 C あっ！ 
04:00 C 今わかった。 
04:01 T もう、一瞬だけします。ヒントこの辺。 
04:06 C あ～。 
04:08 T はい、わかった人。 
04:10 C はい。 
04:13 T 城野さん。 
04:16 C はい。 
05:07 （ ） 
05:20 C 聞いて下さい。 
05:23 TC はい。 
05:27 C こっちのカエルは帽子をかぶっています。でも、こっちのカエルは帽子をかぶっていません。 
05:35 C 同じです。 
05:37 T こちらのカエル、数図ブロック用意。 
05:44 C もうしとー。 
05:46 T オレンジの方で行きます。 
05:50 C オレンジの方こっち。 
05:52 T 1、２、3、４、5 
05:58 C 数が違う。 
06:01 T 5匹います。 
06:04 （ ） 
06:08 C 5匹やったらオレンジでいい？ 
06:10 T 帽子をかぶっている（ ）カエルは、青で行きます。 
06:18 C 青。 
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06:19 T 青。1、 
06:27 C もう、やってた先生。 
06:28 T 2、3、 
06:32 C 2個余り。 
06:34 さあ、このカエルどちらがどれだけ。多いっていうのを今日考えてもらいます。じゃあ、一番簡単な
問題から行きます。ここまで用意できた人、手はお膝。 
06:52 （ ） 
06:56 T どっちが多いかわかった人？どっちが多いか分かった人？帽子かぶってないカエルが多い？それ
とも、帽子かぶっったカエルが多い？どっちが多い？中村要さん。 
07:12 C 聞いて下さい。 
07:13 C はい。 
07:17 C これだと思います。 
07:18 C 同じです。 
07:20 C もう1回言ってください。 
07:24 T え？言ってないやろ。 
07:26 C 言ってないで。 
07:27 T 言ってない。こっちだと思います。こっちが多いです。 
07:32 C 赤いほうが多い。 
07:34 T じゃあ、ここから問題。どちらが、こちらが。どれだけっていうのが問題です。なので、何匹多い
ですか。 
07:48 C 2匹です。 
07:50 （ ） 
07:53 T 七田さん。 
07:55 C …。 
07:57 C 同じです。 
07:59 C もう一回言って下さい。 
08:01 T 聞こえたよっていう人？今の発表聞こえたよ。七田さんのよう聞いっとったよ？七田さんもう 1
回言ってください。聞いてくれてる友達いるね、しっかり。 
08:13 C 2匹です。 
08:15 C 同じです。 
08:17 T 七田さん、あってますか？ 
08:20 T 2匹、多いです。それの比べ方をやります。 
08:23 （ ） 
08:25 T こうやって、ウィーンガシャン。くっ付けて下さい。 
08:30 C ウィーン、ガッシャン。 
08:34 C 2匹多い。バイバイ。 
08:37 T すると、違いがすぐわかりますよね。ここは同じ。ここだけ多い。 
08:48 （ ） 
08:56 T にびきじゃない。 
08:58 C にひきだね。 
09:00 T では、鉛筆用意。はい、教科書に帽子をかぶった、あ、帽子をかぶってないカエルが2匹多いと書
いて下さい。ここです。 
09:16 （ ） 





17:28 C なんでカタカナで書いたん？ 
17:29 T あ、ほんまや。 
17:31 C まあ、読めるけど。 
17:33 C いいやん、いいやん。読めるで。 
17:46 T では、先生から特別問題。言うよ。ブロック、はい。元の状態に戻しましょう。 
17:59 C 元の状態。 
18:00 C 元の状態？ 
18:01 T この状態。 
18:02 C ９，８，７． 
18:04 10秒で行きます。１０，９、 
18:08 C 終わった、終わった。 
18:09 T ８、７、 
18:10 C 無理や。 
18:11 T ６、５，４、 
18:13 C 終わった。 
18:14 T ３、２、1。 
18:21 C これって、外しちゃった。 
18:23 C ぎりぎりで終わった。 
18:24 T 男の子が、 
18:28 C ０で終わった。 
18:29 T 男の子が5人います。（）女の子が2人います。 
18:42 （「男の子が5人。女の子が2人。」と板書） 
19:15 C ブロック、1個どっかいった。 
19:16 T どちらが、どれだけ多いですか？ 
19:20 C ブロック、どっか行った。 
19:22 C ブロックを使って考えて下さい。時間、2分にします。（タイマーをセット） 
19:27 C 先生、ブロックどっかいった。 
19:32 C 先生、何やればいいん？ 
19:34 T 男の子が5人、女の子が2人、どちらがどれだけ多いでしょう。 
19:40 C あ、わかった。 
19:45 C 簡単にわかるし。 
19:48 C こんなん簡単にわかるし。 
19:51 C 男の方が多いし。 
19:54 T すごい。発表頑張るよっていう人多いね。加藤さん。 
19:59 C はい。男の子が、女の子より3人多いです。 
20:10 C 同じです。 
20:13 C もう1回言ってください。 
20:16 C 男の子が女の子より3人多いです。 
20:22 C 同じです。 
20:24 T 試してみます。 
20:27 C ほら、こうやったらいいねん。 
20:32 T 男の子が5人から、この2個同じなので引きます。残りは？ 
20:40 C 3。 
20:41 T 当てたよ。じゃ、もう一問行きます。 
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21:45 C やった。 
21:49 T 男の子が、 
21:55 C 4人。 
21:58 T 4人います。女の子が、 
22:04 C 1人、１人、１人。 
22:06 T 1人です。どちらがどれだけ多いですか。 
22:13 C また、同じことや。 
22:15 C はいはい。わかる、わかる。 
22:17 T （タイマーをセット） 
22:18 C 先生、もう分かってる。 
22:19 T えっ、もうわかってんの？ 
22:20 C うん。 
22:21 T はい、ブロック使って考えてよ。 
22:24 C もう考えた。 
22:25 T 男の子が4人、女の子が1人、どちらがどれだけ多いですか。 
22:30 C もう、わかっとる。みんなわかっとる。 
22:33 C はい、はーい。 
22:36 T 男の子が 4 人、女の子が 1 人、どちらがどれだけ多いですか？男の子が４人、女の子が 1 人どち
らがどれだけ多いですか？ここ、同じの引きます。 
23:06 C いい？ 
23:07 T 数えてみ。 
23:13 T 林さん。 
23:21 C 言われっちゃった。 
23:22 T どうぞ。 
23:30 T 男の子が4人、女の子が1人、どうぞ。 
23:35 C 同じで…。 
23:37 T まだ、言ってない。 
23:40 C 同じです。 
23:41 T まだ言ってない、うるさい。それ、だめ。どうぞ。 
23:45 C 男の子が3人、多いと思います。 
23:49 C 同じです。 
23:52 C もう一回。 
23:54 T 慣れてきてましたね。じゃあ、みんなに考えてもらいます。今やってんの、こんな作業です。（ブ
ロックを動かす）カエルが帽子なし、5匹。帽子あり、3匹。帽子なしの 5から、帽子ありの 3匹のところ、
ビュって（）なくします。男の子が 4 人、女の子が 1 人、男の子の 4 から女の子の 1、同じところをビュっ。
（）これって、（）この前勉強したとあれと似てない？ 
24:35 C あっ。 
24:36 C あれ？ 
24:37 C 似てる。 
24:40 T もう1回やるで。カエルなしの5から、カエルありの3、あっ、帽子ありの3と合わせて、ビュっ、
バイバーイ。男の子の4から、女の子の１、バイバーイ。これって、あれと似てるで。 
25:04 C え、どれ？ 
25:05 T なんやったっけ？ 
25:07 C はい。 
25:08 T ちなみに今まで勉強したのは、 
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25:11 C はい、多分。 
25:13 C え、わからん。 
25:14 T 今まで勉強したのは、これ。1個目、足し算。合わせる。もう１つが引き算。 
25:25 C ほら、これ！ 
25:27 T どっちと似てますか？ 
25:29 C 引き算！ 
25:30 C はい。 
25:34 C タイガがやっとったやつや、今な。 
25:35 C 引き算。 
25:37 T 泉さん。 
25:44 T 合わせていくつだなー。いいよ。 
25:49 T 松本さん。 
25:50 C 引き算だと思います。 
25:53 C 同じです。 
25:55 C もう一回、言ってください。 
25:59 C 引き算です。 
25:30 T 引き算です。ちょっと耳、大丈夫？足し算のときはこうでした。足し算はこれですよね。ウィーン、
ガッチャン。引き算は、 
26:14 TC バイバーイ。 
26:16 T ってことは今回は、 
26:17 C 引き算！ 
26:19 T 正解。今回は、引き算です。じゃあ式ってどうなるの？今回これ、答え２でした。 
26:34 C ５足す３は、 
26:36 C 引くやん。 
26:37 C 引く。 
26:38 T おしい。もう一回行きましょう。さん、ハイ。 
26:39 TC ５引く３は、２。 
26:45 T これも、行こうっか。さん、ハイ。 
26:48 C ４引く１は、３。 
26:52 T バイバーイやから。 
26:54 C ５引く４は、１。 
26:55 T 今日、問題練習してみます。では、メロンの問題いくよ。メロンとスイカ見つけて下さい。 
27:13 C 見つけました。 
27:15 C 6個とか2個とか。 
27:16 T メロンとスイカ、同じような色だけど、 
27:21 C 違う。 
27:22 C 見た目が違う。 
27:23 T うん。 
27:25 C 味が違う。 
27:26 T うん、ほんまやね。味も見た目も全然違うね。じゃあ、まずメロンは6個。スイカは、 
27:41 C 2個。 
27:42 T 2個。 
27:43 C 合わせて４。 
27:44 T 合わせる？ 
27:45 C 合わせてない。 
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27:46 T 合わせてないや。 
27:48 C 引くと４。 
27:51 T さあ、 
27:52 C 引くと４。 
27:53 T 今回も多い方、考えます。では、メロン 6 個とスイカ 2 個。もう 1 回、競争です。森田先生より
早いかな？よーい、ドン。 
28:06 C もう、した。 
28:08 C もう、できとるよ。 
28:12 C 簡単すぎて、全部わかってもた。 
28:15 C はい、終わり。 
28:17 C はい、終わり。 
28:19 C はい、終わり。 
28:21 C はい、終わり。 
 
まとめ 
37:30 T では、行きます。途中の人も1回ストップしてください。 
37:35 C もう、丁度日にちも書いてる。 
37:37 T では、久しぶりに行きましょう。ちょっと、姿勢が悪くなってる人も多いから、足、ピッ。（）背
中、鉛筆。（）手。１の下から6－2は4。書きましょう。 
38:01 （ ） 
38:08 C 先生、ガッチャンってするの6のとこから？ 
38:13 T 引くはこれじゃなくって、棒のやつ。 
38:21 T もうちょっと、前に寄せよか。 
38:22 T それでいいよ。 
38:26 T 足すになっとー、引くにしょっか。 
38:28 （ ） 
38:36 T 知りませんか？知りませんか？ 
38:38 （ ） 
38:40 T 知りませんか？ 
38:42 C どれ？ 
38:44 （ ） 
38:54 T では、今回は、メロンとスイカなので、（）ひとマス開けて、4こ。 
39:06 （ ） 
39:15 C 4個の下に引くの赤ペン？ 
39:16 T 黒。 
39:18 T 必ず、答えの下には黒で線を引いて下さい。 
39:23 C 引いてます。 
39:25 C 定規で引くん、忘れてた。 
39:28 C 先生、引くって書くん？ 
39:33 C 定規、貸したろか？ 
39:34 C なんて、言ったん？ 
39:36 C 引くって書くん？ 
39:37 T あっ、書かなくていいわ。もうわかってるやろ。 
39:41 C これでいいの？ 
39:43 T いいよ。 
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39:45 T いいよ。 
39:47 T 線、引かなくていい。 
39:51 C わあ、鉛筆食べた！ 
39:53 T 今回は、違いはいくつなので言葉も書きます。 
39:59 C わあ、気も。毒あるのに。 




40:44 T メロンの方が、 
40:48 （ ） 
40:58 C やめて。 
41:01 C どこにメロンて、書くん？ 
41:02 （ ） 
41:08 C あ、見てん。細すぎた。 
41:09 （ ） 
41:14 T 何個、多いんやった？ 
41:16 C 4個。 
41:18 T そうや。 
41:20 C おー、４。 
41:23 T 4個。 
41:26 C ひとマス、空けた。 
41:27 T 空ける。 
41:28 （ ） 
41:32 C ひとマス、空けるん？ 
41:35 T 「多い」足りなさそうやな、マス。その下に書こうか。「多い」 
41:42 （ ） 
41:51 C わあ、「り」になってもた。 
41:52 C 最後に「。」か。 
42:05 C 先生、「。」ってどの場所に書けばいいん？ 
42:07 T 左下。 
42:08 C やっぱ、左下。 
42:11 C 先生、お・お・い、ちゃうん？ 
42:12 T うん。「おーい」は「おおい」。 
42:16 T 「お・お・い・い」やったら、多いいになるから多い。「お・お・い」。 
42:24 C 「。」つけるん、右下やで。 
42:27 C おおい。おーい。おおい。おーい。 
42:31 T はい、ここまで出来たよ、 
42:34 C どこに書くん？ 
42:35 T 左下。 
42:37 （ ） 
43:04 T ここにさ、ひとマス開けて４個はどうしたん？ 
43:08 （ ） 
43:13 C 先生、次何？ 
43:14 T ひとマス開けて、４個。次、なかよしタイム。 
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43:15 （ ） 
43:36 T ひとマス開けて、４個。 
43:38 C 森田先生、あってる？ 
43:39 T あってるよ。 
43:40 C 学校探検していいですか？ 
43:41 T 線がないよ。４個の下に線がない。 
43:44 （ ） 
43:56 C これってさ、あわせるん？ 
43:59 T あわしてくれると、丸付けしやすいな。 
44:01 （ ） 
44:15 C 先生、これ直す？ 
44:16 T ううん、直さない。 
44:23 T もうな、争いになるから先生がすることにした。 
44:26 （ ） 
44:45 C 先生、トイレ行っていい？ 
44:47 T ダメ、挨拶するから。 
44:50 T おーい。それちょっと良くないとこ。出したら座る。挨拶するよ。 
44:56 （ ） 
45:05 T 先、終わりの挨拶するやろ。 
45:09 C どっちでもいい。 
45:10 T どっちでもいいの。 
45:12 T 向き間違っとうで。 
45:14 C 向き、間違えとった。 
45:16 （ ） 
45:20 T では、挨拶します。全員座って、全員の机の上が空っぽになったら日番さんに挨拶してもらいます。
前田さきさん、周りみんな見て、算数しまったかな、確認してください。 
45:40 （ ） 
45:45 T 算数まだ閉まってない人は優しく、なんとか君、なんとかさんって呼んだげて。 
45:49 （ ） 
46:03 T 先、挨拶しよ。 
46:06 T さきちゃん、さきちゃん。挨拶しよっか、もう。 
46:11 T きずな君、もう2組さんで挨拶はしないんだね。みんなで合わせようよ。ありがとう。平田君、合
わせてくれました。じゃお願いします。 
46:33 C 姿勢を正して。 
46:35 C はい。 
46:36 C これで2時間目の勉強を終わります。 
46:42 C はい。 
46:44 C ありがとうございました。 
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